
第２号様式 

       平成２２年度  長岡市地域コミュニティ事業補助金申込書 
 

１．申込団体の概要および申込事業の計画等【公開対象】 

 

２．申込団体の連絡先等【公開、非公開を選択※】 

事 務 所 所 在 地   【公開 ・ 非公開】 

 電話                 ＦＡＸ 電 話 ･ＦＡＸ番 号 等 
 E メールアドレス 

【公開 ・ 非公開】 

氏 名   

住 所   

電話・ＦＡＸ   

担 当 者 連 絡 先 

電話･FAX 番号等 

Ｅメールアドレス 

【公開 ・ 非公開】 

名簿またはこれに

類するもの 
・別添のとおり 【公開 ・ 非公開】 添

付
資
料 

規約またはこれに

類するもの 
・別添のとおり 【公開 ・ 非公開】 

※ 個人情報保護の観点から、広く公開してもよいものなら“公開”に、そうでないものは“非公開”に○

を付けてください。 

※ ２の添付資料(名簿類・規約類)については、交付審査の際の資料として審査関係者に提示する場

合があります。 

ふ   り   が   な          ふ な と ち ょ う な い か い 

団    体    名 船 戸 町 内 会 

代 表 者 氏 名 （肩書： 町内委員長  ） 大矢 國衛 

設 立 年 月 日 平成 １０ 年 ３ 月 １３ 日 構 成 員 数  １２９ 人 

設 立 目 的 

会員相互の親和を基本として、総会において定める行事及び健康、安全等

の保持と向上、集会所等維持管理、その他環境整備等のために団体行動を行

うことを目的とする。併せて地域の発展のため町行政へ協力する。また、本

会と目的あるいは趣旨を共通する団体に対しては、可能な限り協力をし、協

力を求め、又は連絡を行うものとする。 

これまでの活動実績 

１．新年総会、三役会議、班長会議、防災会議、年行司会議、臨時会議等。 

２．収支決算書、予算書、事業報告、事業計画に対して新年総会に報告承認。 

３．町内観音堂、会館、遊園地の維持管理。 

４．町内初午、祭礼執行及び町民運動会、十五夜祭及び民謡流し、与板町行

事への参加。 

５．緑の羽根、社会福祉協議会、愛の協力金、赤い羽根、歳末たすけあい募

金等募金活動の実施。 

６．町内側溝泥あげ、スミチオン散布、アメシロ防除、草取り、ごみ収集等

環境衛生活動。 

７．町内防災訓練及び豚汁会の開催。 

８．町内災害復旧工事他、インフラ整備等行政に関する陳情及び要望。 

事 業 計 画 ・別添「第３号様式 事業計画書」のとおり 

収 支 予 算 等 ・別添「第４号様式 事業の収支予算書」のとおり 

添
付
資
料 その他、団体をＰＲ

するパンフレット等   有   ・   無   (どちらかに○印) 

受付 No １ 



第３号様式 

事  業  計  画  書 

事 業 名  花いっぱい運動 

事 業 実 施 の 目 的 

老若男女問わず共通した作業を行うことで、共通の話題で町

内の一体感、顔のつながりが好くなることで連帯感が高まりコ

ミュニケーション不足の解消も図られ、地域の活性化、環境美

化運動、地域おこしを期待して事業を行うもの。 

（町内の現状は旧部においては核家族化と老齢化の影響で空

地が多く見受けられるが、新開地での宅地造成により住宅建設

で世帯数は増加傾向にある。 

町内活動においても顔見知りが減少し、新しい人の増加でコミ

ュニケーションが難しく上手くいかなかったりして支障をき

たすことが出始めてきた。） 

事 業 内 容 
船戸町内全世帯でプランターの中に花を植えて玄関等家の

前に飾る。（公共施設も含む） 

事 業 実 施 ま で の 

ス ケ ジ ュ ー ル 

平成２２年２月、３月に三役会議実施し本事業の計画打合せ及

び計画決定。 

平成２２年３月与板支所に本事業の概略説明。 

平成２２年４月業者と品物等の打合せ説明開始。 

平成２２年４月に三役会議及び班長会議にて本事業の打合せ

及び計画説明。 

平成２２年４月与板支所に申請。 

平成２２年５月三役会議、班長会議にて本事業の打合せ及びス

ケジュールの確認。 

平成２２年５月町内全世帯に本事業説明及び連絡通知。 

平成２２年５月業者と品物等の発注。 

平成２２年６月花の植込み作業 

平成２２年６月花の苗植込みが終わったプランターを全家庭

の玄関等に配置。 

平成２２年９月三役会議、班長会議にて経過報告、反省会の実

施。 

地域活性化の波及性 

・船戸町内は与板地域の中心地に位置し、世帯数の多い町内で

あることから、地域に与える影響力も期待でき、またバス路

線で PR 効果も大きく、かつ河川公園との回遊性も期待でき

る。 

・家の外に出ることにより、健康面の維持向上、共通話題での

コミュニケーションの期待ができる。 

・本事業をきっかけに連帯感が高まり今後の地域おこし、地域

活性化を容易に行うことが出来る。 

※ 事業の内容は、詳細に記載してください。（別紙も可） 

 



第４号様式   

 事 業 の 収 支 予 算 書 
 収入の部                                             （単位：円） 

項  目 予算額 内      訳 

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ事業補助金（F） ４７１，０００  

 １１８，９００ 町内会費 自 己

資 金    

寄附金   

参加費   

その他収入金   

   

特

定

財

源 
小  計（D）   

そ の

他 
   

合     計 ５８９，９００  

 

 支出の部                                             （単位：円） 

項  目 予算額 内      訳 

消耗品 １４８，５００ プランター深型ブラウン  （@495 円×300 個） 

 〃 １４９，７００ ファムジョーロ４Ｌブルー （@998 円×150 個） 

 〃 ６２，７００ 移植ゴテステンレス細   （@418 円×150 個） 

 〃 １１９，４００ プランター培養土１５Ｌ   （@398 円×300 袋） 

 〃 １３，８００ マグアンプ中粒 １．３ｋｇ （@1,150 円×12 袋） 

花苗 ２１，４５０ マリーゴールド９ｃｍ苗  （@78 円×275 本） 

 〃 ２１，４５０ ベゴニア     〃    （    〃    ） 

 〃 ２１，４５０ 日々草      〃    （    〃     ） 

 〃 ２１，４５０ サルビア     〃    （     〃    ） 

雑費 １０，０００ 運搬車謝礼 コピー代他 

補

助

対

象

経

費 

小  計（C） ５８９，９００  

   

   

   

   

   

補

助

対

象

外

経

費 小  計（B）   

合   計（A） ５８９，９００ 
 

 

 

 



地 域 コミュニティ 

事業補助金申込額 
下記（F)の額を記入 ４ ７ １ ０ ０ ０ 円 

 

【地域コミュニティ事業補助金申込額算出の基礎】 

 

支出の部合計(A)        補助対象外経費(B)         補助対象経費(C) 

５８９，９００円 － ０円 ＝ ５８９，９００円 

 

                              特定財源(D) 

＝ ０円 

 

(C)-(D)＝補助金算出対象額                      補助金額（E） 

５８９，９００円 × 補 助 率 ８ ０ ％ ＝        ４７１，９２０円 

 

 

 

地域コミュニティ事業補助金（F） 

 ４７１，０００円  

 
※ 項目欄が不足する場合は、同類の項目をまとめて記入し、細目は別紙に記載してご提出ください。 

 

･千円未満切捨て 

･上限 50 万円 

事業を実施することによって得られる収入のうち、

補助対象経費に充てるもの 


